
別紙様式1 平成２1年度 学校評価表 ( 最終 ) 大崎上島町立東野小学校

学校教育目標
『 自ら伸びる東野っ子』

～やさしく，かしこく，たくましく～

経営理念

ミッション・ビジョン

確かな学力と豊かな心をはぐくみ，たくましく生きる子どもを育成する。

・学ぶ意欲があり活力ある学校 ・元気よく挨拶・返事ができる学校 ・地域に信頼される学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価 改善方策

中期経営計画 短期経営計画 目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 達成値 達成度 評価 結果と課題の分析 コメント 改善方策

○国語科・算数科の基礎学

力をつける。

国語科･算数科の単元テスト80％

以上の児童の割合(％)
学力調査の期待正答率を 100％
として比較する

80

１００

漢字言語８４
読解力８９
基礎計算８１
思考力８０

国語１０５．５
算数１０４．１

１０５

１０４

１０１

１００

１０５．５

１００

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

・学校全体としては，目標
を達成しているが，学年間
で差がある。

・活用する問題に課題があ
る。数のしくみの理解に課
題がある。

・漢字と言葉の学習を繰り返す。基礎
計算を習熟させ，算数的活動を通して，
相互に説明させ思考力，表現力を育成
する。
・授業の中で活用力を高める問題をし
ていく。

低学年からいろいろなメモリの数直線

を読む学習を継続する。

○根拠を挙げて説明する力
を付ける。
○説明文学習後，書く活動

を取り入れる。

根拠を挙げてはっきりと説明で
きる児童の教師評価の割合(％)
1年間に説明文の学習を生かした

文章を書く回数

80

3

８７．８

３

１０９

１００

Ａ

Ａ

・どの授業でも，根拠をもとに発
表することを求めることにより，
根拠を挙げて意見を述べる児童が
増えた。評価の観点があいまいで
あったため評価規準を明確にする
必要がある。

・書く活動と読む活動を関連させ

ることにより，ポイントが明確に

なった。

・評価の観点を明確にし，客観

的な評価ができるようにする。

・教材文の論理構造を生かして

文章が書けるよう指導する

確

か

な

学

力

基礎・基本の

定着の確実な
定着を図る。
・基礎・基本

の定着
・表現力・思
考力の育成

◇指導法を工夫し基礎

的基本的な学力を定着
させる。

◇『話す・聞く・読む・
書く』活動を通して言葉

の力を高め。

◇読書活動の積極的な
推進を図る。

○個にあった目標設定，推
薦図書を読む等，読書活動
を工夫する。

1ヶ月の読書の冊数
低・中 50頁以上の本一人15冊
高 100頁以上の本

個人目標達成率
１００ ９２・４ ９２．４ Ｂ

・３学期から個人目標にし，
読みたい本を積極的に読む
ことができた。

・単元テストの平均点は，目標を

上回っていて取組みの成果が見ら

れる。全体での平均点だけでなく，

学級や個に視点もあてしっかり学

力をつけてほしい。

・子どもの発言力を高めるには，

きめ細かく指導する必要がある。

まず子どもに説明させる方法を教

える必要がある。そして，教師が

発問して直ぐに説明するのでな

く，子どもの発言をもっと待つこ

とも大切である。以前に比べてだ

いぶ待てるようになってきてい

る。また，子どもの発言に対して

子ども同士が質問することも教え

ていく必要がある。

･目標を個人目標にしたのはよい。

今後も興味のある本を読ませた

い。

・児童がどのような本を読んで
いるか，チェックし，いっしょ
に目標を設定して取り組ませ
る。

○相手の気持ちを考えて行
動する児童を育てる。

「ありがとう・ごめんなさい」が
言える児童の割合(％) 80 ７９ ９８ Ｂ

・卒業・進級を控えて相手
の気持ちを考えて行動する
児童が増えた。

・「ありがとう・ごめんなさい」
が言えない児童へは個別の対応
が必要である。

豊

か

な

心

心豊かな人間
性を培う教育

の推進

◇豊かな心を育む体験
活動を充実させ，自己肯

定感・達成感を高める。
◇生活指導を継続，充実
させる

○気持ちのよい挨拶を励行
する。

教師による実態調査における肯
定的評価の割合(％) 90 ９３．１ １０３ Ａ

・人から挨拶をされたら返すこと
ができる児童が９３．１％である。
自分から進んで挨拶ができる児童
は４３・８％で，中間評価より，
３０％増加している。

・「ありがとう」「ごめんなさい」

を別々 に評価し，「ごめんなさい」

と言える子も増えている。

・あいさつはとても大切で，家庭

からできるようにさせていくとよ

い。あいさつをする方が，気持ち

よい,かっこいいという意識をも

たせるようにする。

・児童の人間関係作りにつとめ，人と
の関わり方のスキルを学ばせる。それ
によって人と関わっていこうとする意
欲をもたせる。引き続き学級指導，全
校での指導評価を充実させる。

○睡眠時間を十分とること
を習慣化させる。

児童の意識調査における肯定評
価の割合 (％)

80 ６５ ８１・２ Ｂ ・早寝をすることの大切さに気づ
かせる取り組みをしていったの
で，少しずつ割合が増えている。
生活の中で早寝を実行することが
難しい児童が固定化している。土
日や長期の休業中に，生活リズム
が崩れるということも課題であ
る。

・睡眠時間を十分取ることの必要性を
伝えながら，具体的な協力など家庭へ
の連携や啓発の回数を増やしていく。
また，学校での児童の生活の様子や家
庭でのテレビを見る時間などの実態と
照らし合わせながら，個への指導をし
ていく。

○休憩時間に体力つくりコ
ースを設定し取り組ませ
る。

児童の意識調査における肯定評
価の割合 (％) 90 ８４ ９３・３ Ｂ

・全体的には，できる児童が増え
た。児童同士の声かけをするなど
して，これまでできなかった児童
ができるようになった学年もあ
る。

健

や

か

な

体

基本的生活習
慣の確立と健

康・体力つく
りの推進

◇望ましい生活習慣の
定着をめざす。

◇基礎的運動能力の向
上を図る。

◇健康な体づくりを進
める。

○児童への食育指導を計画
し実施する。

年間実施回数 11 １５ １３６・３ Ａ
・計画以上に実施することができ
た。ランチルームでの赤黄緑の食
材分けに挑戦することで，食への
関心意欲が高まった。

・各月生活チェック週間を設けて

丁寧に取組んでいて，大変よい。

生活のリズムをつくることは，と

ても大切なことである。テレビの

視聴時間もよくわかった。ゲーム

は時間を決めてやっている。1 日

の中で，親子でどのくらい一緒に

過ごしているのだろうか。また教

えてほしい。

・体力つくり・食育の取組みは，

継続してほしい。「握力」が弱いの

は，体を使った手伝い等作業が少

ないからだろう。しっかり体を動

かせる活動を仕組んでいくとよ

い。

・体力つくりについては，継続

してできていない児童の実態を

探りながら，実施できるように

させていく。

○各種通信(学校・学級・保
健)を年間35回以上発行す

る。

年間の発行回数 35回

１００ ８９ ８９ Ｂ

・各種通信を年間３５回以上発行
することができているものがほと
んどである。

信
頼
さ
れ
る
学
校

地域に開か
れ，信頼され

る学校づくり
の推進

◇学校情報を積極的に
家庭・地域に発信する。

◇地域・保護者に信頼さ
れる学校づくりを進め

る。

○保護者アンケートの前年

度 80%以下の項目の改善
を図る。

保護者アンケートの肯定評価の

前年度比の増加ポイント
10 ０．８ ８ Ｄ ・昨年度より，漢字力５％読書７％

計算力１％学習準備２％と肯定評
価の割合が増加している。しかし，
あいさつ言葉遣いには課題があ
る。

・通信は，担任の思いを述べるこ

とが大切である。保護者へ向けて

こうしたいという思いを伝え，し

っかり協力を求めるとよい。

・保護者アンケートの意見欄に保

護者の思いや意見が出るのはよい

ことである。学校と保護者のよい

関係がつくれている。職員は遠慮

がちなので，もっと保護者に自信

をもって対応してほしい。

・学校情報を積極的に家庭・地域へ発

信できるよう回数・内容を確認しながら

取り組む。

・保護者アンケートで課題のある漢

字・計算力をつけるためドリルタイム

や家庭学習を中心に取り組みを進めて

いく。また，言葉遣い挨拶については，

生徒指導部と連携しながら取り組んで

いく。

○センター研修・島外研究
会に参加する。

年間参加回数 一人2回以上 １００ １００ １００ Ａ ・全員が目標を達成している。目

標を上回って研修している。
研

修

教職員の指導
力の向上を図
り，教育の質
を高める。

◇研究会や研修会に積
極的に参加し，指導力
を向上させる。 ○-研修報告をする。(口

頭説明及び-報告書 2回)
年間報告回数 一人2回以上 １００ １００ １００ Ａ ・全員が２回研修報告をして指導

力向上に努めた。

・研修報告は，目標を達成してお

り，今後も学校独自に進めてほし

い。

・研修報告をする時間を計画的

に設定していく。

本年度の重点目標については ◎印で示す。 【自己評価 評価】 Ａ：１００≦（目標達成） Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００ Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０



別紙様式1 平成２２年度 学校評価表 ( 中間・最終 ) 大崎上島町立東野小学校

学校教育目標
『 自ら伸びる東野っ子』

～やさしく，かしこく，たくましく～

経営理念

ミッション・ビジョン

【ミッション】 地域「東野」との協働の下，自立心をはぐくむ子どもの育成に資する。

【ビジョン】 『知・徳・体』の基礎・基本の定着を徹底させ，やさしく，かしこく，たくましい子どもが育ち、地域から信頼される学校を目指す。

評価計画 自己評価 学校関係者評価 改善方策

中期経営計画 短期経営計画 目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 達成値 達成度 評価 結果と課題の分析 コメント 改善方策

◎「読むこと」を「書く

こと」に活かし，論理

的に考える力を身に

付ける。

◎説明的文章における「読

むこと」を「書くこと」に活

かす指導の工夫を行う。

根拠を挙げてはっきりと説明でき

る児童の教師評価の割合(％)

90

◎国語科・算数科の基礎

学力の定着を図る。

◎単元ごと，学期末に定着

度テストを行う。

◎ドリルタイム等の時間を

活用して，漢字や計算の

定着を図る。

単元テストで 80％以上の児童の

割合(％)

学力調査の期待正答率を100％と

して比較する。

85

100

確

か

な

学

力

思考力・表現

力の育成を図

る。

基礎・基本の

確実な定着を

図る。

○読書活動の積極的な

推進を図る。

○読書カードの活用によ

り，読書量を増やし読書

の幅を広げる取組みを進

める。

1ヶ月の読書の冊数

低・中 50頁以上の本

高 100頁以上の本

(個人目標達成率)

95

◎道徳，生活や総合的な学

習の時間等で，全学年地

域人材を活用し，地域に

誇りを抱くことができるよ

うな体験活動を行う。

体験活動後の感想に地域の人へ

の思いを記述する児童の割合

80豊

か

な

心

心豊かな人間

性を培う。

◎豊かな心を育む体験

活動を充実させる。

○生活指導を継続，充実

させる。

・気持ちのよいあいさつ

や返事の励行

・忘れ物ゼロをめざす

○生活がんばり表の活用や

朝会等で児童の肯定評

価を行い，意欲をもたせ

る取組みを進める。

児童による自己評価，教師による

実態調査における肯定的評価の

割合(％)

95

○睡眠時間を十分とること

を習慣化させる。

児童の意識調査における肯定評

価の割合 (％)
70

○新体力テストで課題のあ

る種目について，克服に

向けて体育の時間や休

憩時間に取り組ませる。

児童の意識調査における肯定評

価の割合 (％)
85

健

や

か

な

体

基本的生活習

慣の確立と健

康・体力つく

りを推進す

る。

◎望ましい生活習慣の

定着をめざす。

◇基礎的運動能力の向

上を図る。

◇健康な体づくりを進

める。 ◎食に関する指導を年間指

導計画に基づき実施す

る。

各学年１回以上

100

信

頼

さ

れ

る

学

校

地域に開か

れ，信頼され

る学校づくり

を推進する。

○学校情報を積極的に

家庭・地域に発信す

る。

○各種通信(学校便り・学級

便り・保健便り)を積極的

に発信する。

年間の発行回数 ３５回

100

本年度の重点目標については ◎印で示す。 【自己評価 評価】 Ａ：１００≦（目標達成） Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００ Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０


